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目的

結果と考察

RI溶液の希釈（32P,	14C)

ろ紙に染み込ませて
線源を作る

線源の計測（ 32P,	14C,	3H,	125I、226Ra)

測定器の計数効率を求める

名古屋大学アイソトープ実習手順

サーベイメータ (GM,NaI)
GM計数装置
液体シンチレーションカウンタ
オートウエルγカウンタ

実習準備

汚染検査・片付け

アンケート調査 ピペット操作部分

２．RI溶液の希釈（32P,	14C)
RI溶液15μｌを分取し、500μｌの水に入れる

３．希釈したRI溶液をろ紙に染み込ませる
RI希釈溶液15μｌを分取し、ガラスろ紙に染み込ませる

４．残ったRI溶液を無機廃液瓶に廃棄する

RI溶液の廃棄

動画作成 今まではスライドと教卓でのデモによって説明していたが、見えにくい部分があったため、動画を作成し、手順が分かりやすくなり

安全に実験できるようになるかどうか、検証を行った。 実際の動画をお見せします。

3．RI容器の蓋の開け方1．ピペットの使い方 2．バットにろ紙を貼る 4．RI溶液の希釈 5．RI溶液をろ紙に染み込ませる 6．RI溶液の廃棄 7．全体の操作

１．ピペットの使い方

10月の実習はデモを行わずにスライドと動画のみで行った。アンケート回答者18名のうち、

ピペット初心者は４名で全て物理系であった。
人数が少なかったため、アンケート結果は偏ったものになり、検証するのは困難な結果と
なった。今回の初心者には「難しかった」という回答はなく、ある程度わかりやすかったようで
あるが、逆にピペット経験者に「難しかった」という回答が見られた。
動画の方がわかりやすい操作とデモの方がわかりやすい操作があると思われる。また、ス
ライドと動画で、繰り返し説明したことで却ってわかりにくくなった部分もあったようである。

今後、スライドとビデオの内容を改善し、より理解しやすく安全な実習を目指したいと考え
ている。外国人受講生が、だいたい毎回数名受講するので、スライドには英語を入れている
が、動画にも英語のキャプションを作成することを検討中である。

RI実習では、様々な背景を持った受講者に同じ作業をしてもらうことになる。受講者の理解
度向上と安全な実習のために、常に実習を見直し、説明や操作方法を工夫していく必要が
あると考えている。

名古屋大学では、非密封RIや放射化を伴う加速器を使用できる放射線業務従事者資格
の取得には実習を義務づけている。
実習は全体で約6時間、非密封のRI溶液を分注して希釈し、ろ紙に染み込ませて
1000Bq程度の線源を作る前半部分と、作成した線源の放射能を様々な測定器で計測し、
各測定器の計数効率を求める後半部分に分けられ、１回２０人程度で行う。
前半部分では、オートピペットを用いて非密封RIを分注して、ろ紙に染み込ませるのであ
るが、初めてピペットを扱う受講生が多く参加しており、説明された手順通りにピペットを
扱って実験を行うのに、非常に時間がかかり、時には汚染が発生する。
今回実習の受講生にアンケート調査を行い、ピペットの経験や専門分野別にどの部分
を難しいと感じたかを調べた。できるだけ受講生にわかりやすく、安全に実習が行えるよう
に、動画を使った説明方法の工夫を行った。

5月と7月の実習の受講生にアンケート調査を行い、実習の各項目の説明と操作について、
5段階で評価してもらった。
121名から回答を得た。ピペット初心者は48名で、その内47名が物理系の受講生だった。
ピペットを使用する作業では、初心者と経験者で差が出ていた。

ピペットの使い方

線源の作成

RI溶液の希釈

RI溶液の廃棄


